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平成16年１月９日

１月1日現在の人口●男1,737人●女1,791人●計 3,528人（前月比－7）●転入5●転出9●出生2●死亡5●世帯数1,048（前月±0）

「
自
立
の
道
を
進
む
北
塩
原
村
宣
言
」

私
は
将
来
の
村
民
の
幸
せ
を
第
一
義
に
考
え
、「
合
併
」
す
べ
き
か
、「
自
立
」
か
に
つ
い
て
熟
慮
に
熟
慮
を
重
ね
た
結
果
、
合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
も

な
い
と
判
断
し
、
自
立
へ
の
道
を
決
断
し
ま
し
た
。

我
が
村
の
、
進
路
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
冶
の
本
旨
に
基
づ
き
、
自
己
責
任
の
も
と
意
思
決
定
す
る
こ
と
が

何
よ
り
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

北
塩
原
村
は
、
以
下
に
示
す
理
由
に
よ
り
、
先
人
か
ら
う
け
た
郷
土
「
北
塩
原
村
」
を
二
十
一
世
紀
に
生
き
る
子
孫
に
そ
の
ま
ま
、
引
き
継
ぐ
こ
と
が
、
私
た

ち
の
使
命
で
あ
り
、
将
来
に
禍
根
を
残
す
選
択
は
、
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
外
的
圧
力
、
風
当
り
も
強
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
私
は
村
民
と
共
に
、
一
致
団
結
し
「
北
塩
原
村
」
存
続
に
邁
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

一．

我
が
村
は
、
明
治
二
十
二
年
に
町
村
制
が
施
行
さ
れ
て
以
来
、
旧
北
山
村
、
大
塩
村
、
桧
原
村
の
三
ケ
村
が
組
合
を
組
織
し
、
北
山
村
外
二
ケ
村
組
合
村

と
し
て
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
二
十
九
年
三
月
い
わ
ゆ
る
「
昭
和
の
市
町
村
大
合
併
」
に
よ
り
、
こ
の
三
ケ
村
が
組
合
を
解
消
し
、
そ
の
ま
ま
移
行
す
る
形
で
合
併
し
、
村

名
を
「
北
塩
原
村
」
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
、
歴
代
村
長
は
、
こ
の
三
村
の
置
か
れ
た
地
形
的
な
ハ
ン
デ
、
劣
悪
な
る
産
業
構
造
に
よ
る
後
進
性
打
破
の
為
更
に
は
、
地
形
的
に
二
分
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
地
域
住
民
の
交
流
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
さ
れ
ず
、
と
か
く
地
域
エ
ゴ
が
生
じ
、
こ
れ
ら
の
対
策
に
苦
慮
し
て
来
た
所
で
あ
り
ま
す
が
、
住

民
一
丸
と
な
り
「
他
市
町
村
に
追
い
つ
け
、
追
い
越
せ
」
を
合
言
葉
に
村
づ
く
り
に
励
ん
で
来
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

私
が
、
平
成
四
年
に
村
政
を
担
当
し
て
か
ら
も
「
独
立
独
歩
」
自
立
出
来
る
村
づ
く
り
を
す
る
た
め
の
総
合
振
興
計
画
を
樹
立
し
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

村
内
の
社
会
資
本
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
着
々
と
そ
の
成
果
が
み
ら
れ
、
現
在
で
は
他
市
町
村
に
決
し
て
引
け
を
取
ら
な
い
、
む
し
ろ
優
越
な
る
基
盤
整
備
が
出
来
た
も
の
と
自
負
し
て

お
り
ま
す
。

又
、
歴
代
村
長
の
ご
努
力
に
よ
り
、
交
通
網
の
整
備
が
な
さ
れ
、
地
域
住
民
の
交
流
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
お
互
い
の
立
場
を
理
解
で
き

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
今
日
ま
で
努
力
し
て
き
た
村
づ
く
り
が
市
町
村
合
併
に
よ
り
、
中
途
半
端
な
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま
う
事
が
心
配
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
計
画

を
継
続
し
て
村
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
、
北
塩
原
村
に
あ
っ
た
村
づ
く
り
が
出
来
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
独
立
性
を
守
る
た
め
に
も
、
我
が
村
は
、
単
独
で
も
こ
の
ま
ま
残
る
方
が
ベ
ス
ト
と
考
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

北
塩
原
村
は
、
今
日
ま
で
、
合
併
を
前
提
と
し
た
村
造
り
は
し
て
こ
な
か
っ
た
し
、
今
後
も
、
総
合
計
画
の
基
に
財
政
規
模
に
合
っ
た
、「
独
立
独
歩
」
自

立
出
来
る
村
造
り
を
継
続
し
、
推
進
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

二．

私
は
、
任
意
合
併
協
議
会
に
参
加
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、

「
薄
い
水
」
と
「
薄
い
水
」
を
混
ぜ
て
も
濃
く
は
な
ら
な
い
し
、

「
濃
い
水
」
と
「
薄
い
水
」
と
で
は
、
薄
い
水
は
良
い
け
れ
ど
、
濃
い
方
は
困
る
で
し
ょ
う
し
、

「
濃
い
水
」
と
「
濃
い
水
」
な
ら
混
ぜ
る
必
要
は
な
い
と
、
こ
の
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

三．

今
こ
こ
で
、
他
市
町
村
と
合
併
す
る
と
言
う
こ
と
に
な
る
と
、
本
村
の
置
か
れ
た
地
理
的
条
件
か
ら
様
々
な
混
乱
の
事
態
も
予
測
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
来
た
「
歴
史
、
伝
統
、
文
化
」
を
大
事
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

合
併
に
よ
っ
て
、
大
き
な
市
や
町
に
埋
没
す
る
こ
と
な
く
、
自
冶
権
を
行
使
し
て
、
将
来
的
に
も
血
の
通
っ
た
行
政
が
出
来
、
村
民
の
「
福
祉
増
進
」
が
図

れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

四．

本
村
は
、
全
国
有
数
の
観
光
の
メ
ッ
カ
裏
磐
梯
高
原
を
有
し
、
こ
の
貴
重
な
財
産
を
基
に
、
更
に
い
か
し
「
観
光
と
農
業
」
の
立
村
を
目
指
す
こ
と
に
よ

り
、
十
二
分
に
、
自
立
で
き
る
要
素
が
あ
り
ま
す
。

五．

歴
史
に
「
も
し
」
と
言
う
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
昭
和
の
市
町
村
大
合
併
」
の
際
、
も
し
、
本
村
が
他
市
町
村
と
合
併
し
て
い
た
な
ら
ば
、
を
考
え

る
時
、
い
ろ
い
ろ
と
胸
に
よ
ぎ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
歴
史
に
学
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
こ
の
歴
史
に
学
び
合
併
を
せ
ず
、
自
立
す
る
事
を
決
断
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。



広報きたしおばら ②

村長　高橋　　伝



③ 広報きたしおばら

12月７日、村消防団第一分団（佐藤利幸分団長）では、
分団内に居住している女子高校生20名の安全を守るため
に、防犯ブザーを贈呈しました。
この日は大塩駐在所の荒
明巡査部長並びに栗村消防
団長より、防犯に対する講
話やブザーの使い方の説明
がありました。

喜多方地方広域消防本部では12月１日よ
りサイレン音を使い分けました。
村民の皆様に災害の種類を知らせるサイ

レン音は、次の２種類となります。
●火災の場合　「ウーウーカンカン」

（サイレン音と鐘の組み合わせ）

●火災以外の場合　「ウーウー」
（サイレン音のみ）

村 消 防 団



広報きたしおばら ④

＜材料＞４～５人分
鶏もも肉………………………２枚
塩、こしょう…………………少々
にんじん ……………………1/2本
たまねぎ………………………１個
かぶ……………………………２個
しめじ …………………1/2パック
バター ………………………20ｇ
薄力粉 ……………………大さじ3
牛乳 ………………………500cc
コンソメスープの素…………１個
砂糖 ……………………小さじ1/2
塩………………………………少々
生クリーム 1/2パック（100cc）
パセリのみじん切り…………適量

＜作り方＞
①鶏肉は皮を取って一口大に切り、塩、こしょうを
してよくもみ込み、下味を付けます。

②にんじんは皮をむいていちょう切り、たまねぎは
皮をむいて薄切り、かぶは皮を厚くむいてくし型
に切ります。しめじは小房にわけます。

③鍋にバターを入れて火にかけ、鶏肉を中火で炒めます。にんじん、たまねぎ、かぶ、しめじ
を加えて炒め、野菜がしんなりとしてきたら弱火にして、薄力粉を加え、よく混ざるように
炒めます。（粉を焦がさないように気を付けましょう。）
④③に牛乳を少しずつ加え、粉をよく溶きのばしながら混ぜます。
⑤牛乳を全部加えたら、湯100 （分量外）で溶いたコンソメスープの素を加え、蓋をせずに
15分位煮込みます。（下が焦げ付かないように、時々、かき混ぜましょう。）
⑥スープがトロトロとしてきたら、砂糖、塩、生クリームを加え、混ぜたら火を止めます。
⑦器に盛り、パセリのみじん切りを散らします。



⑤ 広報きたしおばら



広報きたしおばら ⑥

生涯
こころに豊かさを

学習

マナビー
生涯学習の
シンボルマーク

ひとりがいい！ふたりもいい！
仲間が多ければもっと楽しい！
生涯学習プラン等に
こぞって、ご参加ください！

11月24日（月）北塩原村活性
化センターにおいて、『絵手紙教
室』を行いました。講師に和田
文彦氏（曽原）を迎え、アニメ
のキャラクターや季節の野菜な
ど、書き方や色の塗り方を指導
していただきました。参加した
児童は、思い思いの絵とメッセ
ージを書き込みました。午後は、
ボランティアとして、活性化セ
ンター周辺の清掃活動を行ない
ました。また、デイサービスセンターを訪問し、利用しているお年寄りに絵手
紙をプレゼントしました。また、折り紙やあやとりをして交流を深め有意義な
一日を過ごしました。

村内講師五十嵐順子先
生（大塩）のご指導によ
り、5回にわたって『着付
け教室』を開催しました。
①着付けの流れ
②補正の仕方
③長着の着方
④帯の結び方
⑤総まとめ
参加者の中で｢今まで

は、おばんちゃに着せて
もらってばっかいたから、
これからは、自分で着られっからよがったわ。｣
｢卒業式の時など娘に着せてやられっからよが
った。｣｢習ったので、これから時々着てみっ
ぺ。｣と仕上がりの和服姿に輝いていました。

12月１日・８日の２回にわたり、北塩原村構造改善
センターにおいて、「リサイクル手芸」を開催しました。
和田 静先生（曽原）指導していただき、参加者が持参
した布を使って、おとぎ袋【干し柿】という巾着を作製
しました。
全部手縫いで行ない、裏地とひも飾りを付けて完成さ
せました。参加者は「家でも色々な布で作ってみます。」
と作品を手に満足げでした。

▲先生と作品を囲んで

▲細かい所が
むずかしいです。



⑦ 広報きたしおばら

大
塩
　
　
赤
城
ヤ
イ
子

大
久
保
　
冨
田
供
子

大
塩
　
　
鈴
木
昭
子

剣
ヶ
峯
　
吉
田
博
子

大
塩
　
　
穴
沢
エ
ミ
子

桧
原
　
　
佐
々
木
キ
ミ
子

大
塩
　
　
高
橋
郁
子

狐
鷹
森

宮
野
玉
枝

剣
ヶ
峯
　
佐
藤
ト
メ

大
塩
　
　
渡
部
豊
子

曽
原
　
　
大
森
カ
ツ
子

下
川
前
　
星
　
ミ
サ
子

剣
ヶ
峯
　
齋
藤
ト
シ
子

下
川
前
　
星
　
保
美
子

大
久
保
　
鈴
木
君
恵

大
塩
　
　
高
橋
末
義

下
川
前
　
赤
城
キ
ヨ

曽
原
　
　
和
田
　
　

大
塩
　
　
鈴
木
貞
子

剣
ヶ
峯
　
阿
部
久
仁
於

上
川
前
　
大
竹
英
子

桧
原
　
　
穴
澤
　
子

大
久
保
　
五
十
嵐
真
澄

北
山
　
　
吉
川
一
子

高
畑
か
お
り

佐
藤
宣
子

山
本
由
江

内
海
怜
子

中
川
意
子

千
葉
達
子

北塩原村の文芸活動は、会津の
歌壇、俳壇に大きな足跡を刻み
つつあります。

☆11月13日～27日(木)［３回］
☆北塩原村構造改善センター
☆講　師：小野 明氏（松陽台）
☆内　容：パソコンの使い方／年賀状作成
☆参加者の中には、パソコンに触るのもは
じめての方もいて、画面とキーボードを
真剣にみながら手を動かしていました。

☆12月４日（木）
☆北塩原村構造改善センター
☆講　師：村上 弘子先生(会津若松市)
☆内　容：３Ｂ体操
☆ ボール・ベル・ベルターの用具を使って音楽に合わせ
健康体操を行ないました。
その後、セミナーの閉講式で「学びの功労賞」とし

て今年度、開催した事業の中で最も多く受講した安部
アサ子さん、小野明さん、樟山和子さん、簗田喜代美
さんの４名の方を表彰しました。

開講式
▼ベルダーを使っての体操



広報きたしおばら ⑧m a t i o nm a t i o n

やま

報
やま

報
▼
申
請
種
別

建
設
工
事
、
測
量
等
、
物
品
購
入

（
修
繕
）
等

▼
資
格
の
有
効
期
間

平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
17

年
３
月
31
日
ま
で
（
１
ケ
年
度
の

み
有
効
）

▼
受
付
期
間

平
成
16
年
２
月
１
日
か
ら
２
月
29

日
ま
で
（
土
、
日
曜
日
及
び
祝
日

を
除
く
。
郵
送
可
。）

▼
提
出
書
類

建
設
工
事
、
測
量
等
は
「
福
島

県
様
式
」、
物
品
購
入
（
修
繕
）
等

は
「
村
指
定
様
式
」
で
、
い
ず
れ

も
Ａ
４
判
フ
ァ
イ
ル
綴
じ
。
こ
の

ほ
か
添
付
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、

受
付
要
領
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
付
要
領
及
び
様
式
は
、

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

北
塩
原
村
役
場
総
務
課

23
・
３
１
１
１

（
内
線
１
１
１
）

毎年１月１日現在所有している固定資産（土

地・家屋・償却資産等）について固定資産税が

課税されます。

家屋について、現在取り壊されて現存しない

ものについては、法務局（登記されているも

の）への滅失登記をすることと、登記してない

家屋については、家屋取毀届（様式役場備付）

を提出して下さい。

課税誤りの原因になる場合がありますので、

ご協力お願いいたします。

こんな方にゆとりある老後をと生まれたのが、国民年

金基金です。

【主な制度内容】

・加入できる方は20歳～60歳の方です。

・年齢が若いほど掛金が安くなっています。

・口数を増やすことで多くの年金を受け取れるよう

自由に設定できます。

・掛金は全額所得控除対象になります。

くわしい内容については、福島県国民年金基金まで。

お問い合わせ先 ０１２０－６５－４１９２

公的年金制度は、経済社会がどのように変
わろうとも、その社会の生活水準に応じた年
金額が保障され、かつ終身受給できる仕組み
になっています。
これは個人が負担したものをその個人に返
すのではなく、その時々の高齢者に移転する
「世代間扶養」の仕組みをとり、社会全体で
支え合うことで可能となります。
また、年金給付に必要な費用には国庫負担
もあり、障害年金や遺族年金の保障もありま
す。さらに、保険料は社会保険料控除の対象
になるなど様々な有利な点もあります。
こうした年金制度の意義や役割をみんなで
理解していきましよう。

将来、インフレなど予想を超えるリスクに対応して年金額を引き上
げられるのは公的年金だけ。しかも生涯保障。まずは保険料をきち
んと納めて全員が満額の国民年金をしっかりと確保し、それを補い
ゆとりをうみだすものとして民間の個人年金を位置づけましょう。
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よも

情
よも

情

人権擁護委員に
遠藤　聖一郎氏（２期目）
佐藤　康　雄氏（新任）
１月１日付けで法務大臣より委嘱されました。
今後の活躍が期待されます。
☆人権擁護委員
国民の基本的人権を擁護し、自由人権思想の普
及に努めます。

村内には村長より推薦され、法務大臣が委嘱し
た３人の人権擁護委員がおります。
●遠　藤　聖一郎（北山）

２４－３６７６
●佐　藤　康　雄（大塩）

３３－２２１６
●穴　澤　　　子（桧原）

３４－２０２０

11
月
21
日
・
22
日
の
２
日

間
、
会
津
若
松
市
あ
い
づ
総

合
体
育
館
に
お
い
て
、
平
成

15
年
度
福
島
県
体
育
指
導
委
員

研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。開

会
に
引
き
続
き
体
育
指

導
委
員
と
し
て
、
長
年
に
わ

た
り
市
町
村
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
普
及
・
振
興
に
功
績
の
あ

っ
た
委
員
に
対
し
て
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

本
村
か
ら
は
内
海
英
男
さ

ん
（
北
山
一
区
）
岩
田
多
吉

さ
ん
（
樟
）
の
２
名
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
16
年
１
月
５
日(

月)

か

ら
４
月
16
日(

金)

ま
で
全
館
休

館
と
い
た
し
ま
し
た
。

村
民
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
４
月

17
日(

土)

に
は
オ
ー
プ
ン
い
た

し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ラ
ビ
ス
パ
裏
磐

梯
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。お

問
い
合
わ
せ
先

33
・
２
３
８
０

33
・
２
３
８
８

河川整備のイメージ

北山地区を流れる三の森川は、昭和50年代上流に土砂をためる砂防ダムを建設し、

その下流に安全に洪水を流すための護岸を実施しました。洪水量を流すのに十分な大

きな断面となるよう掘り込みましたので、以前と比較すれば水辺を利用しにくくなっ

ております。

今回、積ブロックが傾いた箇所を修繕するのにあわせ、

地域の方々が川の流れを楽しんだり、小学生が総合学習に

利用できるよう、澪筋を復元したり、水辺におりる施設の

整備を計画しており、１月には工事に着手したいと考えて

おります。

三の森川が皆様の親しみやすい川となるよう整備いたし

ますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

お問合せ先 喜多方建設事務所 河川砂防グループ

２４－５７２４

平
成
15
年
12
月
31
日
付

〈
退
職
〉

○
相
原
　
久
栄

参
事
兼
総
務
課
長

〈
異
動
〉

平
成
15
年
12
月
26
日
付

○
渡
部
富
美
雄

【
新
】
総
務
課
長
補
佐

【
旧
】
総
務
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長

○
高
橋
　
　
淳

【
新
】
総
務
課
総
務
係
長

【
旧
】
総
務
課
付
係
長

平
成
16
年
１
月
１
日
付

○
斎
藤
　
八
郎

【
新
】
助
役
兼
総
務
課
長
事
務
取
扱

【
旧
】
助
役
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昨春の異動で「いわき南警察署（旧勿来警

察署）」から大塩駐在所に家内・高校生と中

学生の息子二人の４人で着任しております。

いわきから来たと言いますと全く会津は初

めてと誤解されることがありますが、柳津町の

出身で、警察官となってからも猪苗代・喜多方・会津若

松の各警察署で通算18年間勤務した、「会津産」警察官

であります。喜多方警察署は２度目の勤務で

すが駐在所は初めての経験で、地区の方々に

「駐在は何をやっているんだ」と思われるこ

とも多かろうと思います。只今懸命に駐在の

勉強中です。微力ながら村の安全の為、少しで

も役立ちたいと考えておりますので、ご協力の程、よろ

しくお願いします。

よろしくお願いします　
第37回

今
月
の
納
税
な
ど

今
月
の
行
政
相
談

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

１
月
26
日
（
月
）

桧
原
出
張
所
　
　

34
・
２
０
０
４

行
政
相
談
委
員
　
　
　
遠
藤
聖
一
郎

国
民
健
康
保
険
税

６
期
分

介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
分
）
６
期
分

国
民
年
金

１
月
分

上
下
水
道
使
用
料

12
月
分

固
定
資
産
税

４
期
分

村
県
民
税

４
期
分

国
民
健
康
保
険
税

５
期
分

介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
分
）
５
期
分

国
民
年
金

12
月
分

上
下
水
道
使
用
料

11
月
分

下
水
道
受
益
者
分
担
金

３
期
分

住民生活課　野辺　善光

お
誕
生
お
め
で
と
う
！
《
12
月
》

樟
山
　
瑛
翔

あ
き
と

渡
部
　
愛
実

ま
な
み

裕
　
康

達
　
也

北
山
二
区

谷

地

・・

・・

赤
ち
ゃ
ん
の
名
前

・
保
護
者
名
・

地
区
名

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

鈴
木
　
高
子
（
和
夫
・
母
）
大
塩
中
区

五
十
嵐
欣
壽
（

大
・
父
）
大
塩
中
区

佐
藤
　
　
　
（
善
實
・
父
）
北
山
二
区

小
椋
　
　
武
（
正
利
・
父
）
蛇
　
平

武
藤
　
晴
夫
（

進
・
弟
）
北
山
一
区

荒明　和彦さん（大塩駐在所）

休日当番医

みつはし医院……… 21 - 1311
（医）愛生会三浦産婦人科医院… 22 - 0293

（医）山田産婦人科医院… 22 - 6300
渡邊小児科医院…… 22 - 3133
（医）あきもと整形外科クリニック… 21 - 1515
（医）いとう眼科…… 22 - 5900

第二次救急当番医

入 澤 病 院…………
佐 原 病 院…………

22 - 0267
22 - 5321

小 野 病 院………… 22 - 0414
鳴 瀬 病 院………… 24 - 3333
有 隣 病 院………… 24 - 5021
入 澤 病 院…………
佐 原 病 院…………

22 - 0267
22 - 5321

県立喜多方病院…… 22 - 2181

第２次救急当番医は、休日・夜間に入院治療を必
要とする重症患者の救急医療体制です。


